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ブタ圓虫及びアニサキス幼虫の遊離脂肪酸について1

）遊離高級脂肪酸

川　　 合　　 幸　　 夫

岐阜大学医学部寄生虫教室　（森下哲夫教授）

（1968 年4 月26 日　受領）

ブ タ回虫jsa ・js　yH仙油分des 　suum の体腔液，筋

肉，生殖器に含まれている低級揮発 性脂肪酸 の 分 析 はFlury

　（1912 ），　Bueding　（1951 ），　Fairbairn　（1955 ） 及

びSaz 　（1960 ）な どの多 くの研究者に よって行なわれ夫

々報告されている．一 方ブタ回虫の各種組織中 の高級不

揮発性総 脂肪酸の分 析がFlury 　（1912）， 若林（1942 ），Beames

　（1965），　Greichus　（1967） などに よって行 なわ

れている． しかし遊離 高級 脂肪酸 の 分 析 はGreichus

（1967 ）に よってブ タ回虫 の全虫体についてのみしらべら

れてい るに過ぎない ．著者は今回 の実験でブ タ回虫 の各

種 組織 ，即ち角 皮，筋肉，体腔液，消化器， 睾丸 ，睾丸

以外 の雄性 生殖器，卵巣 ，子宮 とアユサキス幼虫1 型 の

全虫 体の遊 離高級 脂肪酸につい て，ガス ク．口・マトグラフ

イに よる分析を試 みたので ここに報告 する．

材料 及び 実験方法

岐 阜市営 の屠場で 屠殺直後 のブタの腸管から採 取し た

新鮮なブタ回 虫を ．　37CC に 保った生食水に入 れて教室

に 持ち帰り，外部；こ附着し ている脂肪 ，線維などを除 去

し た，その後 生食水 でよく洗い，回虫の表面 の生食水を

鈩紙 で充 分に ふきとった．

体腔液の採 取の採 取の仕方はビ ーカーの上に 回虫体を

吊し ，尾部の角皮に 切創を入れ，滴下 する体腔液を集め

た．一方回虫の各 種組織に ついては生食水中に各組織別

に とり出し にこれを 生食水で数回洗滌し た後に 使用し た

アエサキ ス幼虫体は静岡県焼津市に 赴き，海産物却商

で塩サ バを作る時 にサ バの腹腔に寄生している ものを採

取し，生食水に入れて教室に 持ち帰 り，外部に附着して

い る脂肪や線維などを除去した．被襄しているものはそ

の中から幼虫をと り出し，生食水で数回洗って検体とし

て使用した ．

ブ タ回虫 の各組織は5g を生食水中20　ml　でガ ラスホ

本研究は文部省 総合研究費に負 う所大である．

－ － 一 一 一 一

モヂナイ ザーで ホモゲナイ ズし， これを遊 離脂肪酸 の分

析 材料 とした ．体腔液は5ml をそ のまま分析 材料 とし

て用いた ．

アユサキス1 型幼虫 体の場 合は 虫体5g を生食水20ml

中．でブ タ回虫各組織 の場合 と同様に ガラスホモヂナ

イ ザーで ホモゲナイ ズし これを分 析材料 とした・

ガス クロマトグラフ ィーの実施はMetacalfe 　（1961）

の方法に 準じた． 即ちこれらの分析材料に1N　h2so41　ml

，　n－heptane　10　ml，　iso－propylalcohol　40　ml　から

成 るDole 抽出液100　ml　を加え，5〔〕回強振した のち ，

さらにn －heptane　11．5　mlを次に蒸溜水15　ml　を加え，

再び強振した のち4500　r・p．m．　10　分間遠心沈澱を 行な

った ．遊 離脂肪酸 の移行してい るheptane 層を とり出

し， このものに三弗 化硼 素メタノ ール6m1 を加え ，4

分間100 °C で温浴を行ない， これを分液 ロートに 移し

た． 二のものに石 油エ ーテル150　ml　 と蒸溜水100　ml

を加え て50回強振した のち，10 分間静置し遊 離高級脂肪

酸の移行した石 油エーテル層を とり出し ，N2 ガス気流

下で45 °C に 保った温水中で0 ．3　ml　に濃縮し ， このも

のをガスクロマトグラフィーに かけ た．ガス ク1＝・’マトダ

ラフィー装置は日立 製作所製 のF6 型 昇温ガス クp －マト

ダラフ ィーを使用し た．カラ ムはGolay カ ラムのB ．D

．S．－45　（Butanediol　succinate） を 使用し た．検出器

は水 素炎 イオン化 検出器に よった．　F．I．D．温度は300 °C

で注入口温度は270 °C であ る．　O．V．N．温度は150 °C

で感度は1 ／1で使用した． キャリアーガ スはN2 ガスを

使用した．圧力は0 ．5　kg／cm2　であ る．空気圧 は1 ．2　kg

／cm2で ， 水素圧は0 ．6　kg／cm2　に した． チャ ート スピ

ードは40　mm ／min　であ った．

実 験 成 績

ブタ回虫の角皮，筋肉，体腔液，消化器，睾丸 睾丸

（22 ）
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第1 表　ブタ回虫各組織及びア エサキ ス幼虫体 の遊

離高級脂肪酸 の割合（％）
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以外 の雄性生殖器，卵巣，子宮，と アユサキス幼虫体 の

遊離高級 脂肪酸 のガ スクロマトグラフィーの成績は第一

表及び第一図に示した ．そ の結果 相対保持容量から判断
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第2 表　ブタ回虫各組織及び アニサキス幼虫 体の遊

離高級脂肪酸と不飽和 脂肪酸 の割合（％）

検体

脂肪
酸

角　 筋　 卵　 子　 畢　章雄　消　 体
丸性

以生　化　 腔
外殖

皮　 肉　 巣　 宮　 丸　の器　器　 液

ア 幼

－

サ
キ
ス虫

躓翌継

i§1　45．7　46．3　47．3　48．5　41．9　48．5　46．2　49．8　47．　＆

り 輹芻

錮両能　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

：fj^g54 ．3　53．7　52．7　51．5　58．1　51．5　53．8　50．2　52．1

り旋冊

して炭素数 の10　：　0，12　：　0，14　：　0，14　：　1，16　：　0，16　：　1，18

：　0，18　：　1，18：2 の9 種類 が同定出 来た．即ち第二表

に示す様に，ClO につい ては10 ：O と2 つ の未知の計3

つ のピ ークが検出出来た ．10：O につ いては 角 皮 で は5

．0％，筋肉では4 ．0％，卵巣では2 ．8％，子宮で は2 ．5

％ ，睾 丸では3 ．2^ ， 睾丸以外 の雄 性生殖器では1 ．8　％，

消化器では4 ．3％ ，体腔液では3 ．1％， アユサキス幼虫

全 虫体では4 ．5^ を占めている．　Cl2 につい ては12 ：0

と1 つ の未知の計2 つのピ ークが検出された ．12：O に

（23 ）
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ついては角皮では2 ．3％，筋肉では2 ．7‰ 卵巣では2 ．0

％，子宮では1 ．4‰ 睾丸では1 ．8％，睾丸以外の雄性

生殖器では1 ．4％，消化器では1 ．8％，体腔液では2 ．0

％，アニサキス幼虫全虫体では1．8％を占めた．

C14については14　：　0，14：1と1 つの未知と計3 つの

ピークが検出された．14　：　0，14：1 は角皮では2 ，0％，L2

％で，筋肉で1 ．8％，1．4％ であった．卵巣では2．8

％，　0．9％ で，子宮では1 ．6％，1．0％ であった．睾丸

では1 ．9％，　1．6％ で睾丸以外の雄性生殖器では2 ．5％，1

．0％ であった．消化器では2 ．6％，　0．8％ で体腔液で

は2 ．4％，0．6であった．アユサキス幼虫全虫体では2A

％，　0．8％ を占めた．

C16 については16　：　0，16：1と1 つの未知の計3 つの

ピークが検出された．16　：　0，　16：1 は角皮で19 ．0％，

秕8％ で筋肉では20 ．5％，　1．2％ であった．卵巣では20

．　9％，　1．2％ で子宮では28 ．0％，　2．0％であった．睾

丸では17．4％，　1．8％で睾丸以外の雄性生殖器では22 ．6

％，0．1％ であった．消化器では22 ．1％，　1．2％ で体

腔液では20 ．2‰　2，1％ であった．アユサキス幼虫全

虫体では19 ．3％；，　i．i％ を占めた．

C18については，18　：　0，　18：1 及び18 ：2 の計3 つ

のピークが検出された．18　：　0，18：1 及び18 ：2は角皮

では17 ．4％，　30．5％ と18 ．0％ で筋肉で は18 ．3％，29

．6％ と17 ．0％ であった．卵巣では18 ．8％，　31．4％

と15 ．9％ で子宮では15 ．0％，　27．8％ と18 ．1％ であ

った．睾丸では17 ．6‰30 ．6％ と21 ．1％ で睾丸以外

の雄性生殖器では20 ．2％，　30．9％ と16 ．8％ であった．

消化器では15 ．4％，　29．9％ と18 ．6％ で体腔液では22

．1％，　29．5％ と15 ．4％ であった．アエサキス幼虫

全虫体では19 ．9％，　28．9％ と18 ．0％ を占めた．

ブタ回虫の各組織及びアユサキス幼虫全虫体の遊離飽

和脂肪酸と遊離不飽和脂肪酸とを比較すると第二表の様

に後者は角皮では54 ．3％．筋肉で53 ．7％，卵巣で52 ．7

％，子宮で5L5 ％，睾丸で58 ．1％，睾丸以外の雄性生

殖器で51 ．5％ 消化器で53 ．8％ 体腔液で50 ．2％ であ

る．アニサキス幼虫体では52 ．1％ となりすべての場合

に不飽和の方が飽和より多かった（第2 表）

考　　　　　 按

Flury 　（1912 ）はブタ回虫Asca パバa 回占ぺ功 加s　suum

の総脂肪酸は，飽和 脂肪酸が47．5％で不 飽和脂肪酸が52．5

％である といい，そ れら の中にpalmitic　acid 　（16　：　0），stearic

acid　（18：0），　oleic　acid　（18：1）を 検出した．

（　24　）

若 林 （1949 ） は 同 じ くブ タ 回 虫 体 に つ い て ， 須 藤 ，｜覗川

法 に よりpalmitic　acid ，　stearic　acid　及 びoleic　acid

を 検 出 し 総 脂 肪 酸 の22 ．2％ が 遊 離 脂 肪 酸 で あ る と報 告

し た ．　Beames 　（1965 ） は 初 め て ガ ス クi＝・フ ト ダ ラフ ィ

ーに よ り ブ タ 回 虫 の 角 皮 ，筋 肉 ， 生 殖 器に つ い て し ら べ

た ． そ の 結 果C12 －20で12 ：0 　；　13：O ； と 未 知 ；14 ：O ；14

：1 と 未 知；15：0 　（branched ），　15：0；　16：0，　16：1；　17：0

，　17：1　 と 未 知 ；18　：　0，18　：　1，18：2 ＋3 　；　20：O　 と4

つ の 未知 の19 種類 の 脂肪 酸 を 検出 し た ． し か し ア ラ キ ド

ン酸（20 ：4 ）は 同 定 出 来 な か っ た と い うGreichus （1967 ）

は 薄 層 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー ， ガ ス クp － ト グ ラ フ ィー及

び 質 量 分 析 計 を 駆 使 し て， 雄 の ブ タ回 虫 体 の総 脂肪 酸 と

し て ，C14 －20で14 ：0 ，14：1，15：0，16　：0，　16：1 ，17：0 ，17：1 ．18

：　0，18　：　1，18　：　2，18　：　3，20　：　0，20　：　2，20：4 の14 種 類

の 脂肪 酸 を 検 出 し た ． 遊 離 脂 肪 酸 と し て は14　 ：　0，14　：　1，15

：　0，16　：　0，16　：　1，17　：　1，　18　：　0，　18：1 　18　：　2，　18　：　3，20

：　0，20　：　2，20：4 の13 種類 が見 出 さ れ ， 更 に ブ タ回 虫

をstarved に した 時 と　unstarved の時 とに 区 別 し て

測 定 し ，16 ：1 だけ がunstarved の時 に 多 く認 め ら れ

る ．そ の他 の も のは 何 れ の場 合 に も大 体 同 じ であ る と報

告 し て い る． こ れ ら と 比 較 し 乍 ら 著 者 の成 績 を 眺 め る と ，

各 炭 素 数 の遊 離 脂 肪 酸 の割 合 はGreichus 　（1967 ） の も

の と 大 体 一 致 し て い る ．

著 者 の 実 験 で はCI 。C12 ，は 検 出 さ れ た がC　15 ，　C17

は 検出 出 来 な か っ た・　C 　18；3，とC2 ，にり い て はGolay

カ ラ ム の許 容 温 度 が 著 者 の 実験 で は160 °C と 低 か っ た

ので 検 出 不 可 能で あ った と 考え ら れ る ，炭 素 数10 以 下 の

遊 離 脂 肪 酸 と 思 わ れ る も の が時 々認 め ら れ た が ， こ れ は

抽 出及 び メチ ル 化 の過 程 で 揮発 し ない で 一 部 分 が 残 っ た

も の と考 え てい る ．な お 揮 発性 遊 離 脂肪 酸 に つ い て は 第2

報 で 報 告 す る予 定 で あ る ．

著 者 の実 験 の成 績 で は 飽 和 と不 飽 和 の 脂肪 酸 の 量 を 比

較 す ると ， 第2 表 に 示 され る様 に ブ タ 回虫 の各 組織 を 通

じ て不 飽 和 脂 肪 酸 が多 く， こ の こ とは ア ニ サ キ ス 幼虫 体

で も同 様 で あ る ． 一 方C 　10－18の遊 離 高 級 脂肪 酸 の8 割

以 上 がC16 とC18 で 占 め ら れ て い る こ と は 第4 表 に 示

す と お りで あ る ．こ のこ と は ア エサ キ ス幼 虫 体 で も同 様

で あ った ．

結　　　　 羂

1） ブ タ回虫の各組織とアニサキス幼虫体の遊離高級

脂肪酸 のガス クロマトグラフィーを試 みた．遊 離高級脂

肪酸 の抽 出はDole 法に より， メチル化は三弗化硼素 メ
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Greichus 　（1967 ）
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第4 表　ブタ回 虫各 組織及び アユサキス幼虫体の炭

素 数別 遊離高級脂肪酸の割合（ ％）
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タノール法に よった ．

2） ブ タ回虫 の角皮，筋肉，卵巣，子宮， 睾丸， 睾丸

以外 の雄性生殖器，消化器，体腔液及び アユサキス幼虫

体を通じて遊離高級 脂肪酸 の検 出さ れた 種類は一定して

いた ．即ちClO では10 ：O と2 つ の未知，　C 　12では12

：O と1 つ の未知，C14 では14　：　0，　14：1 と1 つ の未

知 ，　C　16では16　：　0，　16：1 と1 つ の未知，C18 で は18

1 ．91

．6L8

－
－

一一

17 ．41

．80

．2
－

－

－

一一

17 ．630

．621

．1

2 ．51

．02

．1

－

一
一
22 ．60

．10

．1
－

－

－

f・㎜
－
20 ．230

．916

．8

1

0

1

－13

0

2

7

3

－

4

7

tr．3

．0

－
16 ．327

．217

．32

．0

－
L8

6 ．58

．4

2

0

0

8

1 ．3
－
23 ．02

．2

－
－

1 ．7

－
16 ．225

．415

．82

．1

1

3

4

4

5

6

1 ．11

．1

0

－14

0

2

－15

29

18

1

0

5

7

8

－

0

6

－

3

－9

6

7

7

－8

6

8

B 　＝　Beames，　（1965 ）

：0 ，　18：2 の計14 種類である．ブ タ回虫 の各種組織と

アニサキス幼虫体で，量的にそ の大部分を占 めるものはC16

とC18 であ った．そして不飽和高級脂肪酸 の 方が

すべての場合に飽和高級脂肪酸 より多か った ．
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FREE　FATTY　ACIDS　OF　ASCARIS 　LひMB 　RICO 　I£）ES 　SびびM 　AND　ANISAKIS　SP ．　LARVAE

Yukio　KAWAI

（Dep α功肖 が 好 ？・irasitology，　Sc加ol　of≒穡汕・cine，　Gifu　universityG

八乃・，μ 鈿 岶

1 ）　The　long －chain　free　fatty　acids　in　various　organs　0f　Ascaris　lum ．brたoides　suumand　Anisakis　larvae　were　analysed　by　gas

－chromatography ．　The　reagent　of　methyl 　at　ionwas　BF3

－methanol 。

2 ）　Fourteen　free　fatty　acids　were　found ，　ranging　from　Cio　to　C18　acids ，　in　cuticle ，muscle

，　ovary ，　uterus ，　testis ，　the　other　male　reproductive　organ ，　digestive　organ　andhemolymph　of　Asca

パs　suum　and　Anisakis　larvae ；　10　：　0，　unknown　in　Cio ；　12　：　0，　unknownin　C12　

；　14　：　0，　14　：　1，　unknown　in　C14　 ；　16　：　0，　16　：　1，　unknown　in　C16　 ；　18　：　0，　18　：　1，　18：21n　Cis

．　The　C16　and　ClS　free　fatty　acids　were　87 ．4－96 ．4％ 　in　a11　Cio 　Cis　acids ．　50 ．2－58 ．1％

・of　the　long －chain　free　fatty　acids　were　unsaturated ．

（26 ）




